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植物油インキとFSCミックス認証紙を使用しています。

〈金額および諸比率の表示方法について〉
①本誌の数値で「現在日」の表記がない場合は、2026 年 3月末現在のものです。
②各表・グラフの数値は、原則として表示単位未満を切り捨てて記載しています。
　したがって、内訳の合計と小計欄・合計欄の金額が一致しない場合があります。
③諸比率は、小数点第 3位を切り捨てて第 2位までを記載しています。

「スポーツエールカンパニー 2026」継続認定　「健康経営優良法人 2026」継続認定

　スポーツ庁が認定する「スポーツエール
カンパニー 2026」と、経済産業省が実施
する「健康経営優良法人 2026」の継続認
定を受けました。引き続き、誰もが働きや
すい職場を目指し、「職員の健康維持・増
進」等の各種取組みを進めていきます。
※�　2024 年 9月より子育て支援が特に優れた企業と
して「プラチナくるみん」認定を取得しています。

特殊詐欺等の被害拡大防止を目的とした
北海道警察との「情報連携協定書」締結

北海道警察と特殊詐欺等の被害拡大や口座不正利用の防

止を目的に「情報連携協定書」を締結しました。口座の

取引状況等から詐欺等の犯罪被害を受けた可能性が高

い、あるいは口座が詐欺等の犯罪に使用されている可能

性が高いと判断した場合、捜査の必要な情報を北海道警

察へ提供し、警察による迅速な犯罪捜査に繋げます。

■自己資本比率

国内基準の最低所要自己資本比率
4％を満たしており、安心してご利
用いただけます。

9.03％

■開示債権比率

低水準を維持しており、健全性の
高さが数値に表れています。

0.69％

資産合計　1兆 2,086 億 41 百万円

貸出金
9,013 億 93 百万円

現金・預け金
2,125 億 77 百万円

金銭の信託・有価証券
739 億 79 百万円

その他
206 億 92 百万円

貸出金のうち

99.13％
個人のお客様へ
ご融資しています。

は

■資産の内訳

負債・純資産合計　1兆 2,086 億 41 百万円

預金積金・
譲渡性預金

1兆 987 億 23 百万円

その他
572 億 10 百万円

純資産

預金積金・
譲渡性預金のうち

個人のお客様より預入
れいただいています。

純資産
①出資金
②利益準備金
③特別積立金
④当期未処分剰余金
⑤その他
（その他有価証券評価差額金等ほか）

32億34百万円
33億34百万円
472億52百万円
18億65百万円
△29億78百万円

527億8百万円

92.62％は

■負債・純資産の内訳

■経常利益・当期純利益
経常利益　1,407 百万円

営業活動によって発生する収益から費
用を引いたものです。

当期純利益　1,072 百万円

「経常利益」に税金等を加減した最終的
な利益です。

「健康経営」「ワークライフバランス」に関する認定制度

ミニディスクロージャー誌

北海道ろうきん

2026



中期経営計画（2025～2029 年度）ファーストステージ

つなぐプロジェクト 生活応援運動の展開

共生社会の実現に向けた取組み

　「つなぐプロジェクト」は、会員・推進機構とろうきんが一体となり、お取引件数に応じたNPO
などへの寄付を通じて、地域における共生社会の実現をめざす取組みです。
※ �2025 年度の取組分（2025 年 4 月～2026 年 3 月）に係る寄付額は、全道 46 団体、11,374,000 円となりました。

若年層の金融リテラシー向上を目的に、小学
校・中学校・高校・大学において当金庫職員が
講師となり、出前授業や職場体験を実施しまし
た。
� （2025 年度）出前授業：16 回 840 名
� 職業体験：10 回  86 名

■～つなぐプロジェクト寄付先団体（2025 年 7 月寄付先団体）の一例～

■学校現場との連携

重点戦略　長期ビジョンで目標とする「はた
らく人のベストバンク」を目指すため、「ファー
ストステージ」において金庫が果たすべき役割
として、3つの重点戦略を設定しています。

重
点
戦
略

ろうきん利用者の取引を深める取組み
～はたらく人・地域の仲間の取引深耕、
� 会員における組合員の労金利用の推進～

生涯にわたって持続可能な資産形成の支援
～はたらく人・地域の仲間の資産形成、
� 会員における組合員の資産形成の取組み～

ニーズに応じた利便性の高いチャネルの提供
～会員・はたらく人・地域の仲間の利便性向上、
� 職員事務の効率化～

個別課題　�長期ビジョンの実現に向けて各基本方針に沿って以下の個別課
題を設定しています。

基
本
方
針

Ⅰ．�会員組合員 �
メインバンクNo.1の
金融機関

Ⅱ．�地域共生や会員・地
域の仲間との連携を
大切にする金融機関

Ⅲ．�はたらく人のニーズ
や課題に向き合い解
決する金融機関

Ⅳ．�ろうきんで働く職員
にとって働きがいの
ある金融機関

個
別
課
題

 1．会員との協働
 2．活力ある推進機構
 3．生活応援運動による組合員への徹底サポート
 4．ソーシャルセクターとの連携
 5．地域の課題解決に向けた役割発揮
 6．�はたらく人のニーズや課題に合った商品・
サービスの提供

 7．知る活動・知ってもらう活動
 8．DXの推進と適切な事業運営の実践
 9．経営管理態勢の強化
10．理念の実践に取組む‘ひと’と‘組織’づくり
11．事業用不動産投資の検討

ろうきんの理念
ろうきんは、働く人の夢と共感を創造する協同組織の福祉金融機関です。

ろうきんは、会員が行う経済・福祉・環境および文化にかかわる活動を促進し、
人々が喜びをもって共生できる社会の実現に寄与することを目的とします。

ろうきんは、働く人の団体、広く市民の参加による団体を会員とし、
そのネットワークによって成り立っています。

会員は、平等の立場でろうきんの運営に参画し、運動と事業の発展に努めます。
ろうきんは、誠実・公正および公開を旨とし、健全経営に徹して会員の信頼に応えます。

基本方針 ビジョンに込めた想い

○�ろうきんは、はたらく人の福祉金融機関であ
り、共生社会の実現を目指すことを目的にして
います。

○�社会環境の変化とともにはたらく人の課題や
ニーズも変わっていくが、ろうきん創立からの
変わらぬ想いを会員・役職員が共有する価値観
として大切にします。

○�そして、ろうきんが「はたらく人のべストバン
ク」として存在できるよう、時代やはたらく人
の変化に合わせて自らが変革を続けます。

長期ビジョン  ～未来の共生社会をきずく、はたらく人のベストバンク～

Ⅰ．会員組合員
メインバンク
NO.1の金融機関

Ⅱ．地域共生や
会員・地域の仲間
との連携を大切に
する金融機関

Ⅲ．はたらく人の
ニーズや課題に
向き合い解決する
金融機関

Ⅳ．ろうきんで
働く職員にとって
働きがいのある
金融機関

ろうきんの基本姿勢 ～ろうきんは「はたらく人」たちの金融機関～

ろうきんは、働く仲間が
つくった金融機関です。

　ろうきんは、労働組合や生
活協同組合などの働く仲間
が、お互いを助け合うために
資金を出し合ってつくった協
同組織の金融機関です。働く
人たちの暮らしを支え、快適
で過ごしやすい社会づくりを
目指しています。

目的
ろうきんは、営利を目的
としない金融機関です。

　ろうきんは、労働金庫法と
いうルールに基づいて、非営
利を原則に公平かつ民主的に
運営されています。会員は平
等の立場でろうきんを利用す
るだけでなく、ろうきんの運営
に参画し、会員自らの活動と協
同組織の運動を進めています。

運営
ろうきんは、生活者本位に考える
金融機関です。

　ろうきんの業務内容は、預金やロー
ン・各種サービスなど、一般の金融機
関とほとんど変わりません。しかし、
資金の運用がまったく違います。働く
人たちからお預りした資金は、住宅や
車の購入・教育・結婚資金など、働く
仲間とその家族の生活を守り、より豊
かにするために役立てられています。

運用

　〈ろうきん〉は、はたらく人のための金融機関です。
　はたらくみなさまの暮らしを支えるため、「生活設計」「生活改善」「生活防衛」を 3つの柱と
し、「お金」にまつわる困りごとやご相談に対して、一人ひとりにあったご提案・アドバイスを行
う運動のほか、各種セミナー・相談会の取組みも展開しています。

〈特非）むーブ（苫小牧支店推進委員会）〉

【寄付金の使い道】　クラブで使用する用具などの購入費
【団体コメント】　�サッカーやダンスなど、様々な世代がスポーツを

通じた地域づくりに取組んでいます。今後とも地
域の皆さんにスポーツや文化活動を楽しんで参加
していただけるよう、取組みを進めて行きたいと
思います。

〈ONE TEAM（芦別出張所推進委員会）〉

【寄付金の使い道】　�SPARKLERS FESTIVAL!2025～芦別で一番小さな
花火大会～の開催費用

【団体コメント】　�３E（enjoy 楽 しむ、epiphany ひ らめき、ebul-
lient 熱意）という活動理念を念頭におき、地域を
活気づけるには何ができるか、子供たちはなにが
喜ぶかなどを考えて活動しています。

〈スマイル劇団るもい（留萌支店推進委員会）〉

【寄付金の使い道】　主催公演している劇団の活動費用
【団体コメント】　�ポスター・チケット印刷・会場費等に役立たせて

頂いています。一昨年の 10 月、留萌市中央公民
館の公演では会場が満員となりました。いつもあ
りがとうございます。

　当金庫が参画している協同組合ネット北海道
は、2025 年 9 月 12 日に「子どもの居場所づく
り応援基金」を創設しました。本基金は、新し
く「子ども食堂」や「子どもの居場所」のため
に活動する団体を対象に助成を行い、当金庫も
運営団体の一員として参画しています。地域の
人々が協力して子どもたちを見守る暖かいコ
ミュニティを育むために寄付金が活用されます。

■子どもの居場所支援の取組み

1．生活設計

●生活設計支援
●資産形成支援
●退職準備・年金相談

2．生活改善

●�他行高金利ローン借換に
よる可処分所得向上運動
●奨学金問題への取組み

3．生活防衛

●�金融商品・サービスに対
する消費者教育
●多重債務問題への取組み

生活応援運動の 3 本柱

はたらくみなさま
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ろうきんは、働く人の夢と共感を創造する協同組織の福祉金融機関です。

ろうきんは、会員が行う経済・福祉・環境および文化にかかわる活動を促進し、
人々が喜びをもって共生できる社会の実現に寄与することを目的とします。

ろうきんは、働く人の団体、広く市民の参加による団体を会員とし、
そのネットワークによって成り立っています。

会員は、平等の立場でろうきんの運営に参画し、運動と事業の発展に努めます。
ろうきんは、誠実・公正および公開を旨とし、健全経営に徹して会員の信頼に応えます。

基本方針 ビジョンに込めた想い

○�ろうきんは、はたらく人の福祉金融機関であ
り、共生社会の実現を目指すことを目的にして
います。

○�社会環境の変化とともにはたらく人の課題や
ニーズも変わっていくが、ろうきん創立からの
変わらぬ想いを会員・役職員が共有する価値観
として大切にします。

○�そして、ろうきんが「はたらく人のべストバン
ク」として存在できるよう、時代やはたらく人
の変化に合わせて自らが変革を続けます。

長期ビジョン  ～未来の共生社会をきずく、はたらく人のベストバンク～

Ⅰ．会員組合員
メインバンク
NO.1の金融機関

Ⅱ．地域共生や
会員・地域の仲間
との連携を大切に
する金融機関

Ⅲ．はたらく人の
ニーズや課題に
向き合い解決する
金融機関

Ⅳ．ろうきんで
働く職員にとって
働きがいのある
金融機関

ろうきんの基本姿勢 ～ろうきんは「はたらく人」たちの金融機関～

ろうきんは、働く仲間が
つくった金融機関です。

　ろうきんは、労働組合や生
活協同組合などの働く仲間
が、お互いを助け合うために
資金を出し合ってつくった協
同組織の金融機関です。働く
人たちの暮らしを支え、快適
で過ごしやすい社会づくりを
目指しています。

目的
ろうきんは、営利を目的
としない金融機関です。

　ろうきんは、労働金庫法と
いうルールに基づいて、非営
利を原則に公平かつ民主的に
運営されています。会員は平
等の立場でろうきんを利用す
るだけでなく、ろうきんの運営
に参画し、会員自らの活動と協
同組織の運動を進めています。

運営
ろうきんは、生活者本位に考える
金融機関です。

　ろうきんの業務内容は、預金やロー
ン・各種サービスなど、一般の金融機
関とほとんど変わりません。しかし、
資金の運用がまったく違います。働く
人たちからお預りした資金は、住宅や
車の購入・教育・結婚資金など、働く
仲間とその家族の生活を守り、より豊
かにするために役立てられています。

運用

　〈ろうきん〉は、はたらく人のための金融機関です。
　はたらくみなさまの暮らしを支えるため、「生活設計」「生活改善」「生活防衛」を 3つの柱と
し、「お金」にまつわる困りごとやご相談に対して、一人ひとりにあったご提案・アドバイスを行
う運動のほか、各種セミナー・相談会の取組みも展開しています。

〈特非）むーブ（苫小牧支店推進委員会）〉

【寄付金の使い道】　クラブで使用する用具などの購入費
【団体コメント】　�サッカーやダンスなど、様々な世代がスポーツを

通じた地域づくりに取組んでいます。今後とも地
域の皆さんにスポーツや文化活動を楽しんで参加
していただけるよう、取組みを進めて行きたいと
思います。

〈ONE TEAM（芦別出張所推進委員会）〉

【寄付金の使い道】　�SPARKLERS FESTIVAL!2025～芦別で一番小さな
花火大会～の開催費用

【団体コメント】　�３E（enjoy 楽 しむ、epiphany ひ らめき、ebul-
lient 熱意）という活動理念を念頭におき、地域を
活気づけるには何ができるか、子供たちはなにが
喜ぶかなどを考えて活動しています。

〈スマイル劇団るもい（留萌支店推進委員会）〉

【寄付金の使い道】　主催公演している劇団の活動費用
【団体コメント】　�ポスター・チケット印刷・会場費等に役立たせて

頂いています。一昨年の 10 月、留萌市中央公民
館の公演では会場が満員となりました。いつもあ
りがとうございます。

　当金庫が参画している協同組合ネット北海道
は、2025 年 9 月 12 日に「子どもの居場所づく
り応援基金」を創設しました。本基金は、新し
く「子ども食堂」や「子どもの居場所」のため
に活動する団体を対象に助成を行い、当金庫も
運営団体の一員として参画しています。地域の
人々が協力して子どもたちを見守る暖かいコ
ミュニティを育むために寄付金が活用されます。

■子どもの居場所支援の取組み

1．生活設計

●生活設計支援
●資産形成支援
●退職準備・年金相談

2．生活改善

●�他行高金利ローン借換に
よる可処分所得向上運動
●奨学金問題への取組み

3．生活防衛

●�金融商品・サービスに対
する消費者教育
●多重債務問題への取組み

生活応援運動の 3 本柱

はたらくみなさま



中期経営計画（2025～2029 年度）ファーストステージ

つなぐプロジェクト 生活応援運動の展開

共生社会の実現に向けた取組み

　「つなぐプロジェクト」は、会員・推進機構とろうきんが一体となり、お取引件数に応じたNPO
などへの寄付を通じて、地域における共生社会の実現をめざす取組みです。
※ �2025 年度の取組分（2025 年 4 月～2026 年 3 月）に係る寄付額は、全道 46 団体、11,374,000 円となりました。
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� 職業体験：10 回  86 名

■～つなぐプロジェクト寄付先団体（2025 年 7 月寄付先団体）の一例～
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重
点
戦
略
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別
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植物油インキとFSCミックス認証紙を使用しています。

〈金額および諸比率の表示方法について〉
①本誌の数値で「現在日」の表記がない場合は、2026 年 3月末現在のものです。
②各表・グラフの数値は、原則として表示単位未満を切り捨てて記載しています。
　したがって、内訳の合計と小計欄・合計欄の金額が一致しない場合があります。
③諸比率は、小数点第 3位を切り捨てて第 2位までを記載しています。

「スポーツエールカンパニー 2026」継続認定　「健康経営優良法人 2026」継続認定

　スポーツ庁が認定する「スポーツエール
カンパニー 2026」と、経済産業省が実施
する「健康経営優良法人 2026」の継続認
定を受けました。引き続き、誰もが働きや
すい職場を目指し、「職員の健康維持・増
進」等の各種取組みを進めていきます。
※�　2024 年 9月より子育て支援が特に優れた企業と
して「プラチナくるみん」認定を取得しています。

特殊詐欺等の被害拡大防止を目的とした
北海道警察との「情報連携協定書」締結

北海道警察と特殊詐欺等の被害拡大や口座不正利用の防

止を目的に「情報連携協定書」を締結しました。口座の

取引状況等から詐欺等の犯罪被害を受けた可能性が高

い、あるいは口座が詐欺等の犯罪に使用されている可能

性が高いと判断した場合、捜査の必要な情報を北海道警

察へ提供し、警察による迅速な犯罪捜査に繋げます。

■自己資本比率

国内基準の最低所要自己資本比率
4％を満たしており、安心してご利
用いただけます。

9.03％

■開示債権比率

低水準を維持しており、健全性の
高さが数値に表れています。

0.69％

資産合計　1兆 2,086 億 41 百万円

貸出金
9,013 億 93 百万円

現金・預け金
2,125 億 77 百万円

金銭の信託・有価証券
739 億 79 百万円

その他
206 億 92 百万円

貸出金のうち

99.13％
個人のお客様へ
ご融資しています。

は

■資産の内訳

負債・純資産合計　1兆 2,086 億 41 百万円

預金積金・
譲渡性預金

1兆 987 億 23 百万円

その他
572 億 10 百万円

純資産

預金積金・
譲渡性預金のうち

個人のお客様より預入
れいただいています。

純資産
①出資金
②利益準備金
③特別積立金
④当期未処分剰余金
⑤その他
（その他有価証券評価差額金等ほか）

32億34百万円
33億34百万円
472億52百万円
18億65百万円
△29億78百万円

527億8百万円

92.62％は

■負債・純資産の内訳

■経常利益・当期純利益
経常利益　1,407 百万円

営業活動によって発生する収益から費
用を引いたものです。

当期純利益　1,072 百万円

「経常利益」に税金等を加減した最終的
な利益です。

「健康経営」「ワークライフバランス」に関する認定制度

ミニディスクロージャー誌

北海道ろうきん

2026


